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 北軽井沢には「ルオムの森」という、フィールド・

アスレチックがあったのだが、現在はアスレチックの

営業は休止している。私の山荘には毎夏、たくさんの

お客さんが来てくれるが、中にはお子さん連れのご家

族も多い。そこで、山荘の裏庭の森に、簡単なアスレ

チックを造ることにした。 

 
 山荘の裏庭は半分草原、半分カラマツの森という環

境で、その森の部分に設置することにした。「アスレ

チック」といっても、ロープや簡単な材料・道具で、

自分で設置できる、ごく簡単なものばかりだ。 

 
 一つ目は「森の綱渡り」だ。２本のザイルをカラマ

ツの木に渡し、上のロープにつかまり、下のロープを

歩くという簡単なものだ。自分が乗っても耐えられる

丈夫なものができた。しかし、実際に試してみると、

非常に難しく、逆にとてもスリルがあって面白い。裸

足で試しても面白かった。今後、樹皮を守る「ツリー・

ウェア」を巻く予定だ。 
 ２つ目は「カ

ラマツの木登り」

「木登り」とい

っても、カラマ

ツの幹に立てか

けた、アルミは

しごを登るだけ

だ。このアルミ

はしごは伸縮可

能で、最高 8m ま

で伸ばせる。 
 今回は 6m ま

で伸ばして、先

端を樹木に回し

たザイルで固定

した。実際に登

ってみると、も

のすごい高度感

で、なかなか怖

い。登り・下り

とも「三点確保」

の原則を守るよ

うにし、大人が

下にいる必要が

あるだろう。 

 
 頂上からはかなりの高度感だ。森を上空から眺める

と、野鳥（またはドローン）にでもなった気分で、と

ても気持ちが良い。 


